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研究成果の概要： 

 母体抗 SSA 抗体陽性の胎児において房室伝導速度を胎児心エコーにて在胎 18 週より経時的

に計測し、房室伝導障害の早期診断法の確立を試みるため、まず種々の手法で在胎週数による

正常変化を作成し報告できた。実際に本方法による早期診断例、胎内治療の早期介入について

の効果の評価は、新規の房室ブロック発症は無く、結果を得る事ができなかったが、並行して

行った胎内治療の効果と安全性の評価については、実際に胎児房室ブロック発症症例への経母

体ステロイド投与の結果を集計し報告。また問題点について指摘し、報告することができた。 
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１．研究開始当初の背景 

母体の抗 SSA抗体により胎児に房室ブロック
を来す事が知られている。これに対し、胎内
で早期発見することで、胎内治療を行い有効
である可能性が指摘されている。そこで、(1)
胎内でどのように早期発見を行うのか、(2)
早期発見により、どのように胎内治療を行い、
その効果はどうか、(3)胎内治療による問題
点はどうか。についての疑問点について明ら
かにする必要があると考えた。 
 
 

２．研究の目的 

母体が抗 SSA 抗体陽性の時、胎児房室ブロ
ックを早期発見する為に、(1)正常胎児におい
て、房室伝導時間の在胎週数による変化を明
らかにし、(2)母体の抗 SSA 抗体が陽性の時
に胎児の房室伝導時間の変化をみて、房室ブ
ロックの早期発見を行う。さらに、(3)胎児の
房室ブロックの早期徴候が有る症例、あるい
は発症症例について、胎内治療の効果と安全
性を評価する事を目的とした。 

 

 

研究種目： 基盤研究（C） 

研究期間： 2005〜2008 

課題番号： 17591152 

研究課題名（和文） 抗 SSA 抗体による胎児房室結節伝導障害の出生前早期診断法・治療 

 法開発に関する研究 

研究課題名（英文） Development of protocol for early detection and treatment in 

 insult on fetal atrioventricular node due to anti-SSA antibody. 

研究代表者 

前野 泰樹 (MAENO YASUKI) 

久留米大学・医学部・准教授 

研究者番号：90248401 

 

 



 

 

３．研究の方法 

(1)胎児心エコーのドプラ法により、胎児の房
室伝導時間を経時的に計測。①まず臨床的に
有用な房室伝導時間の計測法について検討。
上大静脈と上行大動脈の同時血流波形や、他
の肺静脈肺動脈の同時血流波形、および無名
静脈、大動脈弓での計測法について検討した。
さらに左室流入波形と流出波形の同時記録、
あるいは左室流入波形の A波の継続時間の計
測についても検討した。②それぞれの計測法
で、正常胎児に対し計測を行い、正常胎児の
経時変化を明らかにする。(2)母体が抗 SSA
抗体陽性の胎児に置いて、上記房室伝導時間
を経時的に計測し、房室ブロックの早期発見
を試みる。(3)胎児房室ブロック発症の症例
に対し、効果と問題点を前方視的に集積する。 
 

４．研究成果 
(1)正常胎児の房室伝導時間の計測について、
①上大静脈と上行大動脈の同時血流波形で
は、在胎週数に影響なくほぼ一定の値を取り、
他の肺静脈肺動脈の同時血流波形、および無
名静脈、大動脈弓での計測法は、手技的に容
易なことも多く、代用可能であった。スクリ
ーニングに必要な在胎 21週から 25週の正常
胎児での上大静脈と上行大動脈の同時血流
波形では、房室伝導時間が 115.3±12.9msec
であり、房室伝導時間延長のカットオフとし
て＋2SD である 140msec と定めた。②一方、
左室流入波形と流出波形の同時記録、あるい
は左室流入波形の A波の継続時間の計測では、
それぞれ、上大静脈と上行大動脈の同時血流
波形の計測時間と相関を認め（それぞれ
p=0.018, p=0.008）代用して使用は可能と考
えられたが、特に A 波の継続時間では、測定
が容易であり、バラツキも尐ない為、今後臨
床的に有用であると判断された。 
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(2)抗 SSA 抗体陽性母体を前方視的に房室伝
導時間の計測を行ったが、このなかからの発
症は無かった。(3)胎児房室ブロック発症後
に紹介され治療を行った児では、ステロイド
の使用によると考えられる出生後の副腎機
能不全を来した症例があり、報告した。 
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